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全
国
シ
ェ
ア
上
位

1 三菱ＵＦＪ銀行 94,513 95,718 

2 三井住友銀行 76,158 76,880 

3 みずほ銀行 61,091 61,831 

4 りそな銀行 30,931 30,753 

5 北洋銀行 23,728 23,965 

前
年
か
ら
の
増
加
社
数

上
位

1 福岡銀行 22,444 +348

2 多摩信金 7,520 +308

3 西日本シティ銀行 20,985 +208

4 りそな銀行 30,931 +178

5 宮崎銀行 9,694 +175

都道府県上位
2023年
1-６月

上：2022年社数
下：増加社数金融機関名

2023年
「メイン」社数

単位：社

[注] 経営統合等による増加は除く
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トップ行が占める

県内シェアが

高い

低い

[注] 青森県・長野県・福井県はそれぞれ統合する2行のシェア合計

長崎県

84.42％

ト
ッ
プ
行
の

県
内
シ
ェ
ア

  

 

 

 

 

 

 

 人口減少、超低金利の長期化による収益環境の悪化など金融機関は厳しい経営環境が続くなか、

地方銀行を中心に再編の動きが活発化している。23 年 6月には、地方銀行でトップクラスの規模

を有する横浜銀行が神奈川銀行を完全子会社化し、首都圏で初の「1 県 1行」体制へと移行した。 

 コロナ禍で疲弊した中小企業への対応が、資金繰り支援から再編・再生へと軸足が移りつつあ

るなかで、地域金融機関に求められる役割は経営の様々な場面で増している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特別企画：全国企業「メインバンク」動向調査（2023） 

1 行単独「シェア過半」、22 県に 
信用金庫のシェア過去最高 ゼロゼロ融資で存在感 

調査結果（要旨） 
1. 全国のメインバンク社数、トップは「三菱 UFJ銀行」 増加最多は「福岡銀行」 

2. 信用金庫のシェア、5年連続で拡大 ゼロゼロ融資での「接点増」背景に 

3. 1行単独「シェア過半」は 22県 長崎県（十八親和銀行）は唯一の 80％超 

4. 金融再編で問われる「リテールバンク」の存在意義 密着型の経営支援に勝機 

金融機関メイン社数 上位 1行単独で過半数のシェアを占める 
都道府県 

tel:03-5919-9343
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全国金融機関ランキング 2023：シェアトップは三菱 UFJ メイン社数増の最多は福岡銀行 

 2023年の全国メインバンク社数トップは「三菱 UFJ銀行」となった。企業数は 9万 4513社とな

り、2009 年の調査開始以降 15 年連続のトップとなった。しかし、全国シェアでは 6.44％と前年

から 0.09ポイント（pt）低下・社数で 1205社減少し、14年連続のシェア縮小となったほか、低

下幅は 22 年に続き全金融機関で最大となった。2 位は「三井住友銀行」の 7 万 6158 社（シェア

5.19％）で、前年からシェアで 0.06pt低下、社数で 722社減少した。3位の「みずほ銀行」も、

シェアで 0.06pt、社数で 740社減少した。この結果、メガバンク（都市銀行）上位 3行のメイン

社数は 22年比で 2667社・シェアにして計 0.21ptの低下となり、引き続きシェアの低下傾向が続

いた。一方、「りそな銀行」（3万 931社、同 2.11％）、「埼玉りそな銀行」（1万 7636社、同 1.20％）

は、ともに社数で増加した。 

 

 地方・第二地方銀行では、「北洋銀行」（2万 3728社）が最多だった。次いで「福岡銀行」（2万

2444社）、「千葉銀行」（2万 1462社）、「西日本シティ銀行」（2万 985社）と続く。なかでも「福

岡銀行」は、前年から増加したメイン社数が、経営統合や合併などによる増加分を除く全金融機

関の中でトップ（348社増）だった。 

 信用金庫・信用組合では、「京都中央信金」（8214社）が最多だった。「多摩信金」（7520社）は

京都中央信金に次いで全国 2 番目に多かった。前年からの増加社数では 308 社増と最も多く、金

融機関全体でも福岡銀行に次ぐ 2番目の多さだった。上位 60行庫でも 300社を超える増加幅とな

ったのは、福岡銀行と多摩信金の 2行庫のみだった。  

 

 

 

全国 メインバンクシェア動向 

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

1 三菱ＵＦＪ 94,513 6.44% ▲ 0.09 1 95,718 6.53% ▲ 0.11 31 十六 9,891 0.67% ▲ 0.01 31 9,943 0.68% ±0.00

2 三井住友 76,158 5.19% ▲ 0.06 2 76,880 5.25% ▲ 0.08 32 南都 9,841 0.67% ±0.00 32 9,773 0.67% ±0.00

3 みずほ 61,091 4.16% ▲ 0.06 3 61,831 4.22% ▲ 0.06 33 鹿児島 9,760 0.67% +0.01 34 9,667 0.66% +0.01

4 りそな 30,931 2.11% +0.01 4 30,753 2.10% ±0.00 34 きらぼし 9,700 0.66% ±0.00 33 9,741 0.66% ▲ 0.01

5 北洋 23,728 1.62% ▲ 0.02 5 23,965 1.64% ±0.00 35 宮崎 9,694 0.66% +0.01 36 9,519 0.65% +0.02

6 福岡 22,444 1.53% +0.02 6 22,096 1.51% +0.01 36 北国 9,605 0.65% ±0.00 35 9,554 0.65% +0.01

7 千葉 21,462 1.46% ±0.00 7 21,422 1.46% +0.01 37 東邦 9,438 0.64% ▲ 0.01 37 9,513 0.65% ▲ 0.01

8 西日本シティ 20,985 1.43% +0.01 8 20,777 1.42% +0.01 38 滋賀 9,095 0.62% ±0.00 38 9,048 0.62% ±0.00

9 第四北越 17,982 1.23% ±0.00 9 18,068 1.23% ▲ 0.01 39 百十四 8,556 0.58% ±0.00 39 8,463 0.58% ±0.00

10 埼玉りそな 17,636 1.20% ±0.00 10 17,593 1.20% ±0.00 40 大分 8,396 0.57% ±0.00 40 8,417 0.57% ±0.00

11 静岡 16,749 1.14% ±0.00 11 16,730 1.14% ▲ 0.01 41 名古屋 8,349 0.57% ±0.00 41 8,348 0.57% ±0.00

12 横浜 16,743 1.14% ±0.00 12 16,653 1.14% +0.01 42 京都中央信金 8,214 0.56% +0.01 42 8,050 0.55% +0.01

13 広島 15,946 1.09% ▲ 0.01 13 16,076 1.10% ±0.00 43 大垣共立 7,968 0.54% ▲ 0.01 43 7,994 0.55% +0.01

14 常陽 15,662 1.07% +0.01 14 15,602 1.06% ▲ 0.01 44 佐賀 7,854 0.54% ±0.00 44 7,899 0.54% ±0.00

15 中国 15,145 1.03% ▲ 0.01 15 15,254 1.04% ▲ 0.01 45 武蔵野 7,827 0.53% ±0.00 45 7,799 0.53% ±0.00

16 群馬 15,124 1.03% ▲ 0.01 16 15,226 1.04% ▲ 0.01 46 青森 7,710 0.53% +0.01 46 7,644 0.52% ±0.00

17 北陸 14,994 1.02% ▲ 0.01 17 15,052 1.03% ±0.00 47 京葉 7,632 0.52% ±0.00 47 7,607 0.52% +0.01

18 八十二 14,420 0.98% ±0.00 18 14,427 0.98% ±0.00 48 多摩信金 7,520 0.51% +0.02 51 7,212 0.49% +0.02

19 七十七 14,355 0.98% ±0.00 19 14,338 0.98% +0.01 49 山梨中央 7,357 0.50% ±0.00 49 7,286 0.50% +0.01

20 十八親和 14,063 0.96% ±0.00 20 14,052 0.96% ±0.00 50 三十三 7,343 0.50% ±0.00 48 7,335 0.50% ±0.00

21 関西みらい 13,591 0.93% ±0.00 21 13,603 0.93% ±0.00 51 阿波 7,328 0.50% ±0.00 50 7,273 0.50% +0.01

22 伊予 13,201 0.90% ±0.00 22 13,158 0.90% ▲ 0.01 52 琉球 7,275 0.50% +0.01 52 7,209 0.49% ±0.00

23 足利 13,078 0.89% ▲ 0.01 23 13,141 0.90% ▲ 0.01 53 大阪シティ信金 7,136 0.49% +0.01 53 7,021 0.48% +0.01

24 肥後 12,513 0.85% ±0.00 24 12,443 0.85% ±0.00 54 池田泉州 7,099 0.48% ±0.00 54 6,995 0.48% +0.01

25 京都 11,467 0.78% +0.01 25 11,297 0.77% ±0.00 55 横浜信金 6,997 0.48% +0.01 55 6,918 0.47% +0.01

26 山口 10,790 0.74% ±0.00 26 10,787 0.74% +0.01 56 福井 6,928 0.47% ±0.00 57 6,882 0.47% ±0.00

27 紀陽 10,648 0.73% ±0.00 27 10,661 0.73% ±0.00 57 四国 6,808 0.46% ▲ 0.01 58 6,870 0.47% ▲ 0.01

28 百五 10,631 0.72% ▲ 0.01 28 10,632 0.73% +0.01 58 もみじ 6,789 0.46% ▲ 0.01 56 6,910 0.47% ▲ 0.01

29 北海道 10,228 0.70% ±0.00 29 10,286 0.70% ±0.00 59 沖縄 6,688 0.46% +0.01 61 6,661 0.45% ±0.00

30 山陰合同 10,047 0.68% ▲ 0.01 30 10,101 0.69% ±0.00 60 みなと 6,682 0.46% ±0.00 60 6,671 0.46% +0.01

２０２３年メインバンクシェア上位60行 ２０２2年 ２０２2年２０２３年
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メインバンクを
「信用金庫」に変更した

1万3,600社

（2019→23年）

[注] 「信用金庫」間の変更は除く

2019年の
メインバンクが

「地方銀行」

6,126 社

(45.04 ％)
「メガバンク」

4,686 社

(34.46 ％)

「第二地銀」

1,878 社

(１３.81 ％)

「信用組合」 467 社

「政府系金融機関」 187 社 その他
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メガバンク

第二地銀

信用組合

（pt）

金融機関態様別シェア

前年比

業態別：信用金庫のシェア、5年連続でシェア拡大 ゼロゼロ融資で「接点増」背景 

 業態別にみると、シェアが最も高いのは「地方銀行」で 40.52％だった。全業態のなかでは唯一

4 年連続でシェア 4 割を超えたものの、2016～22 年にかけて続いたシェア拡大の動きは 8 年ぶり

にストップした。全国で 3 メガを含む「都市銀行（メガバンク）」のシェアは 19.11％で、前年を

0.19pt 下回り過去最低を更新した。「第二地方銀行」「信用組合」など上位 3業態も、それぞれ前

年からシェアが低下した。 

 実店舗を持たず、インターネットバンキングなどオンラインでの金融事業を主力事業とする「ネ

ット銀行（新形態の銀行）」の躍進も目立った。他業態に比べ大幅なシェア拡大が続くネット銀行

のシェアは、2023年で 0.20％（前年比+0.03pt）、社数で約 3000社規模に達した。10年前から社

数で約 6倍、シェアで約 5倍に拡大している。楽天銀行のほか PayPay銀行、住信 SBIネット銀行

など、メイン社数の増加が 100 社を超えるネット銀大手 3 行を中心に全体のシェアを押し上げて

いる。決済手数料や基本利用料の低さを背景に、ネット銀行の口座開設・切り替えを進める企業

の増加が目立つ。 

 

 地域の中小企業を主な融資先とする信用金庫のシェアが大幅に拡大している。「信用金庫」（シ

ェア 23.59％）は 5年連続でシェアが拡大したほか、拡大幅は 0.12ptと全業態中最大となり、過

去 5 年で最も大きかった。背景には、実質無利子・無担保のいわゆる「ゼロゼロ融資」の貸し出

し等で、中小企業との接点が増えたことも大きいとみられる。コロナ禍前の 2019 年から 23 年の

間にメインバンクを「信用金庫」に変更した企業 1万 3600社が、どの金融業態から「流入」した

かを分析した結果、最も多いのは「地方銀行」で6126社（45.04％）となり、「メガバンク」（34.46％）、

「第二地銀」（13.81％）が続いた。特に、経営規模の大きい金融機関から地場の信用金庫にメイン

バンクを変更したケースも多く、地域の中小企業に密着した融資や経営問題の解決を得意とする

信用金庫の存在感が高まっている。 

 

 

 

  

業態別シェア推移（2019-23年） 2023年のメインバンク「信用金庫」 
流入元の金融業態（19年比） 
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都道府県別：1行単独「シェア過半」、22県 長崎県：十八親和銀行は唯一の 80％超 

 企業がメインバンクとして認識している金融機関を各都道府県別にみると、「埼玉県」（埼玉り

そな銀行）のほか、「東京都」「愛知県」（三菱 UFJ銀行）、「兵庫県」「大阪府」（三井住友銀行）の

5 都府県で、メガバンクがトップシェアとなった。一方、42 道府県では地方銀行・第二地方銀行

がトップシェアを占めた。 

 都道府県シェアで最も高いのは「長崎県」の十八親和銀行で、県内シェア 84.42％を占め、1行

単独シェアとしては唯一 80％を超えたほか、前年からシェアが 0.12p 増加した。「和歌山県」（紀

陽銀行：県内シェア 63.43％）、「島根県」（山陰合同銀行：同 62.05％）、「奈良県」（南都銀行：同

60.78％）、「宮崎県」（宮崎銀行：同 60.59％）の 5 県は、1 行単独シェアとして 60％を超えた。

2022 年にシェア 60％超を占めた愛媛県：伊予銀行は、23 年は 59.77％と 0.51pt 減少し、単独シ

ェア 60％超の都道府県は前年から 1県減少して 5県となった。ただ、上位 5県のうち近畿 2県（和

歌山県・奈良県）ではシェアが減少しており、他県を地盤とする地銀のシェアが伸長するといっ

た侵食もみられる。 

 

 1行で県内シェア 50％超を占める「単独過半数」の都道府県は合計 20に上り、22年に引き続き

変化はなかった。既に経営統合が発表されている「青森県」（青森銀行+みちのく銀行：シェア

70.67％）、「福井県」（福井銀行＋福邦銀行：同 55.38％）を加えると、単独過半数シェアの都道府

県は計 22 となる。「愛知県」では経営統合する愛知銀行と中京銀行のシェア合計は約 1 割にとど

まるものの、県内トップシェアの三菱 UFJ 銀行に次ぐ県内 2 番手の規模となる。「長野県」（八十

二銀行＋長野銀行：同 61.65％）は、八十二銀行単独で県内シェア 50％を超える。一方、福岡県

における福岡銀行と福岡中央銀行のシェア合計は 38.35％にとどまった。 

 

 

 

 

 

 

  

都道府県別「トップシェア」金融機関 

都道府県 金融機関 社数 シェア 前年比

岐阜県 十六 7,040 31.02% ▲ 0.14

埼玉県 埼玉りそな 16,891 27.24% ▲ 0.04

東京都 三菱ＵＦＪ 40,945 20.88% ▲ 0.20

神奈川県 横浜 15,296 20.33% ▲ 0.03

愛知県 三菱ＵＦＪ 14,794 19.90% ▲ 0.19

兵庫県 三井住友 9,905 19.12% ▲ 0.18

大阪府 三井住友 17,809 16.71% ▲ 0.28

都道府県 金融機関 社数 シェア 前年比

長崎県 十八親和 13,040 84.42% +0.12

和歌山県 紀陽 7,865 63.43% ▲ 0.09

島根県 山陰合同 5,790 62.05% +0.08

奈良県 南都 8,073 60.78% ▲ 0.42

宮崎県 宮崎 9,301 60.59% +0.57

愛媛県 伊予 11,415 59.77% ▲ 0.51

山口県 山口 10,176 59.47% ▲ 0.09

滋賀県 滋賀 8,083 58.79% ▲ 0.15

熊本県 肥後 12,297 58.35% ▲ 0.12

徳島県 阿波 6,273 57.39% ▲ 0.09

新潟県 第四北越 17,563 56.49% +0.06

宮城県 七十七 13,771 56.22% +0.16

山梨県 山梨中央 6,889 53.89% +0.12

長野県 八十二 13,702 53.38% +0.03

石川県 北国 8,491 52.88% +0.13

秋田県 秋田 6,202 52.86% +0.11

佐賀県 佐賀 6,273 52.63% ▲ 0.40

鹿児島県 鹿児島 8,985 51.16% +0.20

大分県 大分 8,113 51.00% ▲ 0.08

高知県 四国 4,784 50.26% +0.16

単位：社 単位：pt

都道府県 金融機関 社数 シェア 前年比

鳥取県 山陰合同 3,609 48.68% +0.16

茨城県 常陽 13,691 47.90% +0.13

富山県 北陸 7,607 47.54% +0.08

岡山県 中国 11,034 46.54% ▲ 0.07

栃木県 足利 9,962 46.39% ▲ 0.24

福井県 福井 6,489 46.15% +0.35

群馬県 群馬 12,121 45.83% ▲ 0.23

香川県 百十四 6,968 45.78% ▲ 0.44

三重県 百五 9,947 45.44% ▲ 0.08

岩手県 岩手 5,970 43.19% ▲ 0.05

青森県 青森 7,541 42.87% +0.27

沖縄県 琉球 7,247 42.20% +0.20

福島県 東邦 9,098 40.24% ▲ 0.05

千葉県 千葉 20,202 39.62% ▲ 0.11

広島県 広島 14,520 37.36% ▲ 0.10

静岡県 静岡 15,623 36.38% ▲ 0.01

福岡県 福岡 21,307 35.39% ▲ 0.02

北海道 北洋 23,622 34.91% ▲ 0.15

山形県 山形 5,656 34.37% +0.08

京都府 京都 9,649 31.79% ±0.00
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今後の見通し 

金融再編で問われる「リテールバンク」の存在意義 密着型の経営支援で信用金庫・組合に勝機 

 経営統合や合併を軸とした地銀の合従連衡など、「地銀再編」が再び進みつつある。今年 6月に

は、神奈川県下で横浜銀行と神奈川銀行が経営統合し「1県 1行体制」へと移行した。経済規模の

大きい首都圏エリアでも将来的な先行きに対する危機感は強く、「地銀再編」圧力を無視できない

要因となっている。もともと、地場産業の衰退による融資先の減少などコロナ禍前から厳しい経

営環境を余儀なくされてきた地方銀行では、営業エリアの重複解消や店舗・人員など組織のスリ

ム化に向けた動きが進んでいた。「十八親和銀行」1 行単独でシェア 8割超を占める長崎県をはじ

め、手数料の引き上げや店舗整理に伴う利便性悪化、競争低下による融資への悪影響など、「借り

手側」に不利になるとして問題視された「1県 1行」体制は、地域経済の停滞に対する危機感を背

景に着実に進んでいる。今後も、同一県内における地方銀行の「経営統合」や、広域にわたる地銀

同士のアライアンス（連携）、合併といった動きは増えるものとみられる。 

 

 他方で、相次ぐ地銀の統合により「地域の中小零細企業にきめ細かい対応ができるのか」とい

う懸念もあり、ゼロゼロ融資などで存在感を高めた信用金庫が、地域企業の新たな受け皿として

急速に台頭している。近時は、中小企業の事業承継問題やデジタル変革（DX）、脱炭素対応など前

向きな資金需要に加え、コロナ融資などで過大な債務を背負った中小企業の事業再生を支援する

役割も金融機関に求められるようになった。こうした外部環境も背景に、地域の中小企業に特に

密着した＝「小回りの利く」融資や経営問題の解決ノウハウに長けた信用金庫の強みが発揮され

ていることも、シェアが大幅に拡大している要因とみられる。 

 

 低コストでの送金や口座維持手数料の無料化など、利便性の高い決済機能面を強みに攻勢を強

めるネット銀行など、店舗型金融機関に代わる新たな受け皿も存在感を高めつつある。融資先企

業のニーズに沿った金融・経営支援を持続的に展開できる経営基盤の強化が、企業における「メ

インバンク」の選択を左右するとみられる。 
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（参考） 各種統計データ集 

金融業態別 メインバンクシェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帝国データバンクでは、2023 年 10 月末時点の企業概要データベース「COSMOS2」（約 147 万社収録、特殊法人・個人事
業主含む）をもとに、企業が「メインバンク」と認識する金融機関を分析した。一企業に複数のメインがあるケースでは、
各企業が最上位として認識している金融機関をメインバンクとした。同調査は 2022 年 12 月に続き 15 回目。 

[注] 本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有する企業概要データベース「COSMOS2」に収録された企業データであ
るため、各金融機関がメインとして認識する実数と異なる場合がある 

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

1 三菱ＵＦＪ 94,513 6.44% ▲ 0.09 1 95,718 6.53% ▲ 0.11 1 楽天 1,211 0.08% +0.01 1 1,098 0.07% +0.01

2 三井住友 76,158 5.19% ▲ 0.06 2 76,880 5.25% ▲ 0.08 2 PayPay 974 0.07% +0.01 2 853 0.06% +0.01

3 みずほ 61,091 4.16% ▲ 0.06 3 61,831 4.22% ▲ 0.06 3 住信ＳＢＩネット 675 0.05% +0.01 3 518 0.04% +0.01

4 りそな 30,931 2.11% +0.01 4 30,753 2.10% ±0.00 4 セブン 20 0.00% ±0.00 4 22 0.00% ±0.00

5 埼玉りそな 17,636 1.20% ±0.00 5 17,593 1.20% ±0.00 5 ソニー 10 0.00% ±0.00 6 8 0.00% ±0.00

２０２３年メガバンク（都市銀行） ２０２３年ネット銀行

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

1 福岡 22,444 1.53% +0.02 1 22,096 1.51% +0.01 1 北洋 23,728 1.62% ▲ 0.02 1 23,965 1.64% ±0.00

2 千葉 21,462 1.46% ±0.00 2 21,422 1.46% +0.01 2 名古屋 8,349 0.57% ±0.00 2 8,348 0.57% ±0.00

3 西日本シティ 20,985 1.43% +0.01 3 20,777 1.42% +0.01 3 京葉 7,632 0.52% ±0.00 3 7,607 0.52% +0.01

4 第四北越 17,982 1.23% ±0.00 4 18,068 1.23% ▲ 0.01 4 もみじ 6,789 0.46% ▲ 0.01 4 6,910 0.47% ▲ 0.01

5 静岡 16,749 1.14% ±0.00 5 16,730 1.14% ▲ 0.01 5 みなと 6,682 0.46% ±0.00 5 6,671 0.46% +0.01

6 横浜 16,743 1.14% ±0.00 6 16,653 1.14% +0.01 6 栃木 6,589 0.45% ±0.00 6 6,584 0.45% ±0.00

7 広島 15,946 1.09% ▲ 0.01 7 16,076 1.10% ±0.00 7 愛知 6,322 0.43% ±0.00 7 6,302 0.43% ±0.00

8 常陽 15,662 1.07% +0.01 8 15,602 1.06% ▲ 0.01 8 熊本 4,492 0.31% +0.01 8 4,423 0.30% ±0.00

9 中国 15,145 1.03% ▲ 0.01 9 15,254 1.04% ▲ 0.01 9 きらやか 4,365 0.30% ±0.00 9 4,388 0.30% ±0.00

10 群馬 15,124 1.03% ▲ 0.01 10 15,226 1.04% ▲ 0.01 10 愛媛 3,946 0.27% ±0.00 13 3,884 0.27% ±0.00

２０２３年地方銀行 ２０２３年第二地方銀行

２０２2年 ２０２2年

２０２2年 ２０２2年

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

1 京都中央信金 8,214 0.56% +0.01 1 8,050 0.55% +0.01 1 茨城県信組 3,089 0.21% ±0.00 1 3,073 0.21% ±0.00

2 多摩信金 7,520 0.51% +0.02 2 7,212 0.49% +0.02 2 新潟県信組 1,434 0.10% ±0.00 2 1,449 0.10% ±0.00

3 大阪シティ信金 7,136 0.49% +0.01 3 7,021 0.48% +0.01 3 広島市信組 1,318 0.09% ±0.00 3 1,302 0.09% ±0.00

4 横浜信金 6,997 0.48% +0.01 4 6,918 0.47% +0.01 4 山梨県民信組 1,273 0.09% ±0.00 4 1,273 0.09% ±0.00

5 埼玉県信金 6,572 0.45% +0.01 6 6,491 0.44% ±0.00 5 長野県信組 1,252 0.09% ±0.00 5 1,250 0.09% +0.01

6 尼崎信金 6,537 0.45% +0.01 5 6,497 0.44% ±0.00 6 大分県信組 1,173 0.08% ±0.00 6 1,161 0.08% ±0.00

7 川崎信金 5,938 0.40% ±0.00 7 5,819 0.40% +0.01 7 兵庫県信組 1,071 0.07% ±0.00 8 1,073 0.07% ±0.00

8 城南信金 5,754 0.39% ±0.00 8 5,672 0.39% +0.01 8 ぐんまみらい信組 1,042 0.07% ±0.00 7 1,074 0.07% ▲ 0.01

9 城北信金 5,533 0.38% ±0.00 9 5,512 0.38% ±0.00 9 大東京信組 918 0.06% ±0.00 9 893 0.06% ±0.00

10 京都信金 5,505 0.38% +0.01 10 5,420 0.37% +0.01 10 都留信組 808 0.06% ±0.00 10 821 0.06% ±0.00

２０２３年信用金庫 ２０２３年信用組合

順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比 順位 金融機関 社数 シェア 前年比 順位 社数 シェア 前年比

1 商工中金 5,758 0.39% ▲ 0.01 1 5,848 0.40% ±0.00 1 ゆうちょ 3,313 0.23% +0.01 1 3,161 0.22% +0.01

2 日本政策金融公庫 738 0.05% ±0.00 2 720 0.05% ±0.00 2 農林中金 609 0.04% ±0.00 2 621 0.04% ±0.00

3 日本政策投資 50 0.00% ±0.00 3 57 0.00% ±0.00 3 三井住友信託 587 0.04% ±0.00 ３ 605 0.04% ±0.00

4 沖縄振興開発金融公庫 15 0.00% ±0.00 4 21 0.00% ±0.00 4 島根県農協 474 0.03% ±0.00 4 475 0.03% ±0.00

5 住宅金融支援機構 6 0.00% ±0.00 5 6 0.00% ±0.00 5 ひろしま農協※ 362 0.02% ー

２０２３年政府系金融機関 ２０２３年その他の金融機関

[注] 「ひろしま農協」は経営統合前の数値は除く

２０２2年 ２０２2年

２０２2年 ２０２2年


